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History of the discovery of Mycobacterium scrofulaceum and problems of the 

taxonomic position of this organism, especially in relation to M. gordonae and to M.
 avium M. intracellulare, were stated. Infection cases due to M. scrofulaceum were 

reviewed in this paper.
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は じ め に

Mycobacterium scrofulaceumは 淋 巴節,特 に頸部淋

巴節の感染菌 として知 られている1)。しか し,肺 の抗酸

菌 としては稀な感染菌である2)。本報では,こ の菌の細

菌学的特徴,命 名の由来,感 染症の概要 について総説

することとする。

細 菌 学

M.scrofulaceumはRunyon(1959)3)のGroup II,

即 ちScotochromogens(暗 発 色 菌)に 属 す る。Grou p

IIの 抗 酸 菌 で 病 源 菌 と して 記 載 さ れ た最 も古 い 記 録 は,

Mycobacterium aquae Galli-Valerio(1927)4)で あ ろ

う。 し か し,分 離 され た 菌 株 は 今 日喪 失 さ れ て 残 っ て

い な い 。 次 い で,人 体 分 離 の 着 色 集 落 形 成 菌 と して 報

告 さ れ た の はSuzanne and Penso(1953)5)に よ っ て

報 告 され たMycobacterium marianumで あ る 。続 い て

Prissick and Masson(1956)1)は,小 児 の 頸 部 淋 巴 節

か ら 着 色 抗 酸 菌 を 分 離 し,こ れ をMycobacterium

 sczofulaceumと 命 名 し た。 「る い れ き」の 抗 酸 菌 の 意 で

あ る 。 こ こ で 若 干 命 名 の 混 乱 が 起 こ っ た 。Bonicke

(1962)6)はamidase patternで 抗 酸 菌 の 同 定 が 行 な え

る と考 え た が,こ の 際,彼 は10種 のamidasesす べ て 陰

性 の 菌 お よ びureaseの み 陽 性 の 菌 をM.aquaeと 呼 ん

だ 。 当 時Bonickeは 今 日 のM.scrofulacmmとM.

gordonaeを 区 別 して い な か っ た の で,病 源 性 の も の も

非 病 源 性 の もの も,と も にM.aqmeと し た 。Bonickeに

よ れ ば,株 が 失 わ れ た か ら とい っ てGalli-Valerio and

 Bournand(1927)4)の 功 績 を滅 失 す る こ とは よ くな い

とい う意 見 で あ っ た(私 信)。Bonickeの 意 見 を 入 れ て,

Tacquet et al.(1967)7),東 村 ほ か(1967)8)もM.aqmle

と い う菌 種 名 を使 用 した 。1967年 にWayne et al.9)は

"Scrofula group"(M
.scrofulaceum)と"aquae

 group"(tap water scotochromogens)がTween水

解 の(-)と(+)に よ っ て 分 け ら れ る こ と を発 見 し,情

勢 は に わ か に進 展 し た 。Tsukamura(1969)10)は 患 者

か ら頻 回 に 分 離 さ れ た 着 色 株(Group II)お よ びM.

scrofulaceumがethambutol(EB)5μg/ml耐 性 で あ

り,一 方,患 者 か ら の 偶 発 的 に 分 離 さ れ たGroupIIは

EB感 受 性 で あ る こ と を 見 出 し た ° 東 村(1970)11)は,

EB耐 性 か 感 受 性 に よ っ てGroup IIお よ びGroup III抗

酸 菌 を病 源 性 と非 病 源 性 に 二 分 し う る と し た 。 以 上 の
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研究によって混沌 としていたGroupIIの 分類学が明ら

かにな りはじめた。

先 ず,Wayne and Lessel(1969)12)はM.

scrofulaceumとM.marianumが 同 一 で あ るこ とを見 出

し た 。 次 い で,Tsukamura(1970)13)お よ びWayne

(1970)14)は"Tap water scotochromogens"とM.

gordonae Bojalil et al.(1962)15)と が 同 一 で あ る こ と

を見 出 し,以 後,"Tap water scotochromogens"(非

病 源 性)はM.gordonaeと 呼 ば れ るこ と とな っ た。Inter-

national Working Group on Mycobacterial Taxon-

omy(IWGMT)(Wayne et al.(1971)16))はM.

scrofulaceum(病 源 性)とM.gordonae(非 病 源 性)を

2つ の 独 立 菌 種 と認 め た 。

先 に 述べ た よ うに,M.marianumとM.scrofulaceum

は 同 一 で あ り,本 来 な らば先 に発 表 され たM.marianum

に先 取 権 が 認 め られ るべ き もの で あ るが,こ の 名 が1926

年 に 発 表 さ れ て い るGroup IのMycobacterium mar-

inum Aronson(1926)17)と 一 字 違 い で 混 同 さ れ や す い

とい う理 由 で 廃 棄 さ れ,M.scrofulaceumと い う名 が 使

用 され る こ と に な っ た17)。 つ い で な が ら,M.aquaeと

い う名 も廃 棄 さ れ た18)。

以 上 の よ うに,M.scrofulaceumは 一 応 独 立 した 菌 種

と し て 認 め ら れ て は い る が,こ れ に 疑 問 を懐 か せ る研

究 が 出 て きて,M.avium-M.intracellulanと の 区 別 が

必 ず し も 明 確 で な い こ とが 指 摘 さ れ て い る 。

Schaefer(1965)19)は 血 清 凝 集 反 応 に よ り,現 在 の

M.avium,M.intmcellulare,M.scrofulaceumの 亜 型

を細 分 し た 学 者 で あ る が,彼 はBattey菌(M.intracel-

lulare)と さ れ た菌 の 中 に も元 来 はGroup IIの 血 清 型

で あ るscrofulaceum型 やLunning型 を示 す 株 が あ り,

一 方scotochromogensの 中 に もBatteyの 血 清 型 の

Watson型 を示 す 株 が 少 数 あ る と述 べ て い る 。

Tsukamura(1966)20)は 抗 酸 菌 の 計 数 分 類 を行 な い,

人 由 来 のnonphotochromogens(M.intmcellulare)の

一 部 と人 由 来 のscotochromogens(M .scrofulaceum)

が 同 一clusterに 属 し,分 類 学 的 に は 区 別 で き な い と指

摘 し た 。 次 い で,Marks et al.(1971)21)は 薄 層 ク ロ

マ トグ ラ フ ィー で 脂 質 分 析 を行 な っ た 結 果,M.avium-

M.intracellulare-M.scrofulaceumは 一 つ の 菌 種 と考

え るべ き で は な い か と述 べ た 。 彼 ら は結 論 と し て 次 の

ご と く述 べ て い る。 「薄 層 ク ロマ トに よ る脂 質 分 析 は,

M.avium,M1.intmcellulareお よ び 、M.scrofulaceum

が 互 い に密 な 関 係 が あ る とい う東 村 の 考 え を支 持 して

い る」。彼 ら は 更 にSchaeferの 血 清 型 と脂 質patternと

の 関 係 の 存 在 を 示 唆 し た 。 次 い で,Reznikov and

 Dawson(1973)22)は 以 上 の3者 が い ず れ も血 清 学 的 方

法 で 分 類 し う る こ と か ら,互 い に 密 接 な 関 係 が あ る と

し,こ れ を一 つ のcomplexと し て"MAIS complex"

と呼 ぶ こ と を提 唱 し た 。 こ の 呼 称 は 米 国 の 臨 床 家 に よ

っ て 頻 に使 用 さ れ て い る 。一 方,Tsukamura(1976)23)

は 再 び 計 数 分 類 を行 な っ た 結 果,M.asiaticumも 含 め

た4者 を総 称 と し てM.avium complexと 呼 ぶ こ と を

提 唱 し た(東 村(1980)24)。 こ の 名 の 方 が 命 名 の 方 則

に か な っ て い て,最 近 で は外 国 で も こ の 呼 称 を用 い る

人 もあ る 。 更 に,東 村(1973)25)はM.intmcellulareと

M.scrofulaceumの 中 間 型 に つ い て 報 告 し た が,こ の 中

間 型 は ツベ ル ク リン反 応 か らみ ればM.scrofulaceumに

属 した 。 最 近,Hawkins(1977)26)も 中 間 型 の 存 在 に

つ い て 報 告 し た。 ま た,Tsukamura and Dawson

(1981)27)は 紫 外 線 照 射 に よ って 突 然 変 異 を誘 発 し,M.

scrofulaceumか らM.intracellulareと 区 別 しが た い株

を 人 工 的 に作 っ た 。

M.scrofulaceumとM.intmcellulareを 区 別 で き る

性 状 は 極 め て 少 な い 。 主 な 点 は,前 者 が 集 落 が 暗 培 養

で も黄 色 な い し橙 色 に 着 色 して い る こ と とcatalase反

応 が 強 い こ とで あ る。 ま た,45℃ に 発 育 で き る株 は 前

者 に 稀 で あ る。M.scrofalaceurnか ら非 光 発 色 性 集 落 形

成 菌 を作 る こ とは 容 易 で あ る し27),M.scrofulaceumの

中 に もcatalase活 性 の 弱 い もの も あ る。従 っ て,両 者

を 区 別 す る こ とは 容 易 で は な い28)。要 す る に,Schaefer19)

の 血 清 型 で"Scrofulaceum","Lunning","Gause"

(新 し い 呼 称 で41,42,43型)を 呈 す る も の がM.

scrofulaceumと い うわ け で あ る。

な お,M.scrofulaceumの 動 物 に 対 す る病 源 性 に つ い

て,Demoulin-Brahy(1971)29)に よれ ば,ウ サ ギ は 感

受 性 が 高 く,マ ウ ス も感 受 性 が あ り,モ ル モ ッ トは 感

受 性 が な い 。Saenz(1974)30)に よ れ ば,ウ サ ギ とマ ウ

ス は 感 受 性 が 高 く,ハ ム ス タ ー は 低 い と い う。

M.scrofulaceumに よ る感 染 症

1.　 肺 感 染 症

染 谷 ・林(1952)31)は46歳 の 鉄 工 場 の 職 工 が2年 間 に

17回 に わ た っ て 着 色 抗 酸 菌 を排 出 した こ と を 報 告 し た

が,こ の菌 は 後 に 東 村 に よ りM.scrofulaceumと 同 定 さ

れ た。 初 め てM.scrofulaceumと 肺 疾 患 の 関 連 に ふ れ

た の は,Prissick and Masson(1956)1)で,2名 の 成

人 の 肋 膜 滲 出 液 か ら こ の 菌 を分 離 して い る。 そ の 後 の

M.scrofulaceumに よ る肺 疾 患 の 報 告 は 決 して 多 くは な

い(表1)。

M.scrofulaceumに よる肺疾患に関して2つ の問題が

ある。第1は 粉塵職歴 との関係で,Wolinsky(1963)34)

の4例(M.scrofulaceumと 同定 されていない)の すべ

てが研磨工 または溶接工であ り,須 藤(1966)35)お よび

山本など(1967)36)が 集 めた日本の症例でも約半数 に塵

肺合併,ま たは粉塵職歴が認められたこ とから,恰 か

も本症 と粉塵職歴の問に密接な関係があるごとく解 さ

れている。 しか しながら,粉 塵職歴 との関連性は,近

縁のM.avium-M.intmcellulare肺 感染症 でも指摘 さ
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Table 1. Lune Infection due to Mycobacterium scrofulaceum

Note: 53 M shows a 53 year-old male, and 4 F shows a 4 year-old female.

a. Reported as a chromogen, and identified as M. scrofulaceum by M. Tsukamura.

b. Reported as scotochromogens (are not confirmed as M. scrofulaceum).

c. Reported as scotochromogens, and 6 of them were identified as M. scrofulaceum by M. Tsukamura . 

The cases of Sudo35) and Yamamoto et al.36) are the same.

d. Including 13 cases of Sudo35) and Yamamoto et al.36) Not all strains were identified as M. scrofulaceum.

e. These 3 cases belonged to the nonphotochromogens of Sudo35) and Yamamoto et al.36) (NJ-4, NJ-12 and NJ-22) ,
 and were identified as M. scrofulaceum, serotype Gause, by the serotyping. 

f. Infection due to M. scrofulaceum was suggested by tuberculin reactions.

Table 2. Lymphadenitis due to Mycobacterium scrofulaceum

Note: Arabic number shows the age, and M and F show male and female, respectively.
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れてお り51),何 も本症 に限ったことではない。果 して,

本 症 と粉塵 との関係が,他 の感染症以上に強いのかど

うか,も っとしっか りした統計学的基礎 に立って再検

討する必要があると思われる。

第2の 問題は,須 藤(1966)35)お よび山本ほか(1967)36)

(同一 症例)の 報告 をみると,非 定型抗酸菌症中に占

めるGroup II感 染 症の比率が20%と 異常に高いことで

ある。 これ を,今 日妥当と考えられている国療非定型

抗酸菌症共同研究班(1981)2)の1971年 以降10年 間 の成

績 と比較す ると著 しい差がある(国 療共研の成績では

M.sczofulaceum症 は0.5%)。 この原因はどこにあるの

か。ついでなが ら,最 近のタイの報告 をみる と,24例

中6例 がM.scrofulaceum症 で1960年 代 の日本の成績

を暗示 させ るものがある46)。原 因として想像 されるのは

次の可能性 であろ う。(1)1960年 代 は非定型抗酸菌 の

screeningの 方法が不完全で,肉 眼で 目立っGroup II

が頻 に分離 された。(2)当時は痰の処理法,器 具の処理

法が悪 く,外 界のGroup IIが 頻 に混入 した。第2の 可

能性は非常に重要であると思われる。なぜな ら,山 本

(1970)52)の 著 書 をみ ると当時Group IIの 検 出比率

50%以 上 とい う今 日想像 を絶する報告 もあるからであ

る。また,当 時Group IIに よ る脳膜炎 として報告され

た菌株の中には人型結核菌を混入したものがあ り,到

底Group IIに よる脳膜炎 とは考えがたい例 もある。ま

た,菌 株 を同定 してみるとM.gordonaeで あ ったもの

が数例 あり,こ れ らは操作不良のために頻 回に外界か

ら混入 した菌 と考えるべ きであろ う。実際 に,検 査用

のガラス器具 の滅菌 を励行す ることにより,「非定型抗

酸菌症」の症例が激減 した例 もある。(3)第3の 可能性

として,1960年 代 にM.scrofulaceumの 流行があったの

ではないか ということであるが,こ れは前2者 よりも

可能性はずっ と低 い。

2.　 淋 巴 節 炎

M.scrofulaceumに よ る淋 巴 節 炎,特 に 頸 部 淋 巴 節 炎

の 報 告 は,Prissick and Masson(1956)1)以 来 か な り 多

い(表2)。Schaad et al.(1979)55)は 非 定 型 抗 酸 菌

に よ る 淋 巴 節 炎 の 総 説 を 記 し て い る 。 最 近,Brook

(1980)56)は53例 の 頸 部 淋 巴 節 炎 のneedle aspiratesを

培 養 し,9例 か らM.scrofulaceumを 分 離 し た と い う。

日本 で は 淋 巴節 の 菌 培 養 が あ ま り行 な わ れ て い な い の

で 報 告 も少 な い 。

3.　全 身播種お よび脳膜炎

M.scrofulaceumに よる全 身播種および脳膜炎の報告

もある(表3)。

4.　 肝 お よび 皮 膚 感 染 症

肺 に変 化 が な く,肉 芽 腫 様 肝 炎 を 起 こ し た39歳 の 男

の 報 告(Patel(1981)65),皮 下 膿 瘍 を起 こ した 報 告 も

あ る(Knox(1961)66),高 嶋 ほ か(1982)67))。

Table 3. Disseminated Infection, Including Meningitis, due to Mycobacterium scrofulaceum

Note: Arabic number shows the age, and M and F show male and female, respectively.

Table 4. Oeteomyelitis due to Mycobacterium scrofulaceum
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5.　 骨 髄 炎

M.scrofulaceumに よ る骨 髄 炎 の 報 告 は8例 あ る。う

ち,2例 は全 身 播 種 に 及 ん で い る60)。

総 括

Mycobacterium scrofulaceum の発見の歴史,分 類学

上の問題 点,特 に Mycobacterium gordonae お よび

Mycobacterium avium-M. intracellulare との関連性に

ついて,最 近の考 え方 を解説 した。そ して,こ の菌に

よる感染症の報告について文献 を紹介 した。
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